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令和８年度第１回　足立区在宅療養推進協議会　委員名簿

【出席者】

氏　名 フリガナ 選出団体名

有野　亨 アリノ　トオル 足立区医師会

山下　俊樹 ヤマシタ　トシキ 足立区医師会

井上　泰介 イノウエ　タイスケ 足立区医師会

佐藤　浩史 サトウ　ヒロフミ 公営社団法人東京都足立区歯科医師会

花田　豊實 ハナダ　トヨミ 公営社団法人東京都足立区歯科医師会

浅見　恭史 アサミ　ヤスシ 一般社団法人足立区薬剤師会

鵜沢　隆 ウザワ　リュウ 足立区介護サービス事業者連絡協議会

白井　良一 シライ　ヨシカズ 足立区介護サービス事業者連絡協議会

内山　ちあき ウチヤマ　チアキ 足立区介護サービス事業者連絡協議会

塩谷　総吾 シオタニ　ソウゴ 足立区介護サービス事業者連絡協議会

羽田　雅代 ハダ　マサヨ 足立区介護サービス事業者連絡協議会

和田　庸右 ワダ　ヨウスケ 東京都柔道整復師会足立支部

大舘　哲詩 オオダテ　サトシ あだちPOSネットワーク

永田　健一 ナガタ　ケンイチ 足立区多機能サービス連絡会

結城　宣博 ユウキ　ノブヒロ 足立区社会福祉協議会

伊東　貴志 イトウ　タカシ 区職員（福祉部長）

半貫　陽子 ハンヌキ　ヨウコ 区職員（高齢者施策推進室長）

小峯　直樹 コミネ　ナオキ 区職員（介護保険課長）

網野　孔介 アミノ　コウスケ 区職員（衛生管理課長）

【欠席者】

橋爪　敏彦 ハシヅメ　トシヒコ 足立区医師会

小浦　梓 コウラ　アズサ 東京都栄養士会足立支部

馬場　優子 ババ　ユウコ 区職員（衛生部長）



〇渡邉在宅療養支援統括コーディネーター それで

は定刻になりましたので、ただいまから令和８年度第

１回足立区在宅療養推進協議会を開催させていただ

きます。本日はお忙しい中ご出席いただきまして、誠

にありがとうございます。本日司会を務めます医療介

護連携課の渡邉と申します。どうぞよろしくお願いい

たします。それでははじめに、事務連絡をさせていた

だきます 。この会議は足立区在宅療養推進協議会設

置要綱第９条に基づき公開することとなっておりま

す。記録の関係上、録音及び撮影をさせていただきま

す。会議の結果につきましてはホームページに公開い

たしますので、あらかじめご了承いただきますようお

願いいたします。また、お手元に次第・説明資料１か

ら９を配布しております。会議の途中で資料の不備・

不足等お気づきになりましたら、お手数ですが事務局

までお声がけください。それでは、次第１、開会挨拶、

足立区在宅療養推進協議会有野会長よりご挨拶をお

願いいたします。 

〇有野会長 皆さまこんばんは。昨年１年間に４回、

協議会がありましたが、様々な形になり良かったなと

思っています。令和８年度も始まり、メンバーも何人

か変わっていますが、引き続き同じ目標に向かってよ

り良い形の協議会にしたいと思いますのでよろしく

お願いいたします。 

〇渡邉在宅療養支援統括コーディネーター 有野会

長、ありがとうございました。続きまして次第２、新

任委員の紹介です。今年度から新任の委員となります、

高齢者はつらつ支援課、黒岩課長よりご挨拶をお願い

いたします。 

〇黒岩高齢者はつらつ支援課長 高齢者はつらつ支

援課長の黒岩と申します。よろしくお願いいたします。

議題も多いと思いますので、手短にご挨拶させていた

だきます。４月から高齢者はつらつ支援課長になりま

した。先日は、認知症研修委員会の方で、山下委員に

色々とご意見いただきましてありがとうございまし

た。色々な場で医師会の先生方はもちろん、介護の事

業者の方と接する機会が多いんだなという風に、この

４月から感じております。３月まで私は区民の声相談

課で課長をしていましたが、その時から色々な方の意

見を聞きながら事業を進めていくことの大切さ、分か

っているつもりでございます。引き続き協力しながら、

事業を進めさせていただきたいと考えております。よ

ろしくお願いいたします。 

〇渡邉在宅療養支援統括コーディネーター ありが

とうございます。続きまして、事務局の医療介護連携

課から新任の高橋課長よりご挨拶を申し上げます。 

〇高橋医療連携課長 ４月から医療介護連携課長に

なりました高橋です。どうぞよろしくお願いいたしま

す。この会議が区民の方が最後まで住み慣れた地域で

自分らしく過ごすことができるよう、その一序となれ

るように作られたものと聞いておりますので、私ども

事務局としましても、それが推進できるように勤めて

まいります。今年度もどうぞよろしくお願いいたしま

す。 

〇渡邉在宅療養支援統括コーディネーター ありが

とうございます。それでは以降の進行を有野会長と交

代します。有野会長、よろしくお願いいたします。 

〇有野会長 それでは議題の方を進行したいと思い

ます。お手元にある資料をご覧ください。まず始めに

次第３、協議事項です。１番、在宅療養普及啓発紙の

発行及びプロジェクトチームのメンバーの選出につ

いて、事務局からご説明をお願いいたします。 

〇原医療介護連携推進係員 私からは、協議事項の１

つ目、在宅療養普及啓発紙の発行及び PT メンバーの

選出についてということで、簡単にご説明をさせてい

ただきたいと思います。右上に資料１の１と書かれて

いる１枚目めくっていただいたところにある A４資料

の方をご覧いただければと思います。昨年度、皆様の

ご協力により啓発紙第１号を無事に発行することが

できました。引き続き今年度も、第２号発行を考えて

おります。ターゲットですとか紙面・構成・スケジュ

ールといった流れ、資料で言うと１の発行についての

部分ですが、こちらは基本的には昨年度と同様で考え

ております。そこで、本日の協議会では、その後の見

開きのページで展開をする特集のテーマを決定する

他、プロジェクトチームのご参加についてもご検討を

いただきたいと考えております。 

まずこちら資料の２番、特集ページのテーマに関して

ですが、一旦事務局の方で、事前に検討した３つの案

を表記させていただいておりますので、ご説明させて

いただきます。見開きページに関しては、A３の３つ

折りにした資料の方に、第１号のものを写しで添付せ

ていただいております。こちらの部分に、どういった

特集を置くかということで、３つ案を出させていただ



きました。まず、第１号の紙面では、高齢者の困りご

とや希望する生活に対して、どのような支援体制が取

れるか、たくさんの専門職が関わっていることをご案

内していましたが、第２号でより詳細に掘り下げる事

例紹介というのをテーマに出したらどうかというの

が、こちらの案１、レシピの事例を掘り下げるという

ことになっております。全ての事例をより掘り下げて

見開きで紹介することは難しいので、事例を絞らせて

いただいてより詳しい紹介をする。案１の場合、どの

事例を取り上げるか、紹介できなかった事例を今後第

３号で継続して紹介していくのというところを含め

て、この後決定しますプロジェクトチームで検討して

いきたいと考えております。次に、第２案です。こち

らは資料１の２で行っているような、プロフェッショ

ナル紹介という形をより発展させて、協議会としての

連携の体制や、啓発講座について紹介をするというの

がこちらの第２案です。第１号の時点で、皆様にイン

タビューのご協力いただきまして、ホームページに掲

載もしておりますので、第２号では、インタビューと

いうよりは、啓発講座とか、実際の活動の写真などを

中心に、ビジュアルでお示しできるような形を考えた

いと思っております。第２案を取り扱う場合には、プ

ロジェクトチームの皆様には、主に在宅療養推進協議

会や、啓発講座などをどのように分かりやすく紹介し

たら良いか、どういった写真があれば良いかなど、紙

面構成の部分や説明のところでご協力をいただくよ

うな形になるかと考えております。最後に、第３案で

すが、こちらは前回紹介しなかった事例、ここには看

取りと書いていますが、第１号と全く違うテーマをメ

インのテーマにと考えました。看取りと書かせていた

だいたのは、昨年度の２月に行わせていただきました、

区民向けの啓発講座の際に、実際の家族が在宅の中で

直面した課題や、葛藤、気持ちの変化というような、

具体的エピソードが、講座に参加された区民の方にと

ってとても分かりやすく、考えるきっかけにもなった

ということで、大変好評であり、こちらを特集として

改めて見開きで展開してはどうかというようなこと

で、提案をさせていただいております。ただ、区民講

座の時のように、実際の事例を紹介するのはかなり難

しいと思っておりますので、第３案の場合は、プロジ

ェクトチームの皆さんと実例を元に、ある程度フィク

ションを交えつつエピソードを構成し、その中でご相

談をさせいただくというような流れになると考えて

おります。ちなみに、こちらの第３案の看取り・意思

決定という部分に関しては、もし第３案以外になった

場合であっても、１の（２）の紙面構成４面のところ

にも書かせていただきましたが、在宅療養に関するト

ピックスであるとかそういったものを見開きではな

く片面で表示する部分で、取り上げたいと考えていま

す。以上、事務局では、３案をご提案させていただい

ておりますので、こちらの３案の中からどれか、又は、

全く別の特集テーマはどうかというようなご意見を

いただければと考えております。 

○渡邉在宅療養支援統括コーディネーター それで

は、ただいまご説明させていただきました、今年度の

啓発紙のテーマについて、各団体の皆様からご意見を

いただきたいと存じます。５分程度お時間を設けさせ

ていただきますので、団体ごとにお話いただくか、お

近くの席の方とお話いただきまして、団体ごとのご意

見をいただきたいと思います。 

（５分ペアワーク） 

○渡邉在宅療養支援統括コーディネーター それで

はお時間となりましたので、各団体様からお伺いさせ

ていただきます。名簿の順でお伺いいたしますので、

ご意見をお願いしたいと思います。まず、医師会様の

方からお願いいたします。 

〇井上委員 医師会としてはですね、前回作成させて

もらったものに私も参加させていただいて、初めてで

したので、どういったものにするのか色々意見はあり

ましたが、多職種で作るという啓発紙になりますので、

様々な職種の方が関わっているということを、図式で

かなり分かりやすくまとめてもらったかと思います。

前回のものがどのように評価されてるかにもよると

思いますけれど、次回のものはもう少し掘り下げたも

のでもいいのかなという意見もあります。かなり写真

を用いていましたので、もう少し文章で情報を折り込

んでもいいのではないかなと。例えば最後の方にコラ

ムみたいな文章を載せてみるとかも１つの案かなと

いう風に思います。また、ターゲットを誰にするのか

にもよると思います。誰が読むのかということを、こ

ちらもまだ把握してないところがあると思うので、置

く場所にもよると思いますが、若い方も読むかもしれ

ないし、高齢者の方も読むかもしれないし、高齢者の

人は意外とそういう情報共有を自らしていくので、も



う少し若い世代に絞って、情報も絞った方がいいのか

もしれないなという風にも思います。９月頃に区民啓

発講座があると思いますので、その際に、ぜひ区民の

方に、こういったものを知っていますかというような

アンケートだとか、どういうものが知りたいのかとい

うことを、直接意見を吸い上げておくといいかなとい

う風に思います。 

○渡邉在宅療養支援統括コーディネーター ありが

とうございます。続きまして、歯科医師会様よろしい

でしょうか。 

〇佐藤委員 歯科医師会では、案１がいいのかなとい

う風に思いました。先ほどもご意見ありましたように、

目的と対象というところによると思うのですが、やは

り在宅療養をある程度知っている方ではなく、在宅療

養って何だろうという方を対象にしていると思いま

すので、その人たちがこの第１号を皆さん見ているか

と言うと、必ずしも見てないというところもあると思

うので、そこから掘り下げてみたり、あと実際区民の

人がどういうことに困っていて、そのためにはどうい

う職種の方が、どう関係しているのかが分かると、じ

ゃあこの職種の人に相談してみればいいのかという

ところに繋がると思います。具体的な例みたいなとこ

ろに関わる職種っていう方々を、掘り下げてもらうの

がいいのかなと思いました。この後案２がいいってい

う方もいるかもしれないですが、在宅療養推進協議会

の活動をして、それをアピールしたい気持ちも分かり

ますけども、区民の人にとっては、こうやって集まっ

て、大変だっていうところをアピールしても、あまり

興味がないのかなと思うので、それよりは、自分の明

日の暮らしに通ずるような内容の方が、啓発的にはい

いのかなという風に考えました。 

○渡邉在宅療養支援統括コーディネーター ありが

とうございます。続きまして、薬剤師会様お願いいた

します。 

〇浅見委員 薬剤師会は、私１人ですので、隣の席の

POS さんと多機能サービスさんと共に相談をさせてい

ただいて、私もそうだなというところで決めた部分が、

案３の看取りかなというところでした。実際に私も、

ここ最近看取りというかそういう方の対応をするこ

とが多かったので、少なからずそういうニーズが増え

ているなといったところと、区民の方々にどんなもの

であれば見ていただけるかを考えた時に、看取りは、

最近比較的よく耳にしたり、テレビでも見たりして知

るきっかけもあったり、実際に自分の問題になったり

した時、やはり興味が湧く部分があるのかなというと

ころは感じました。あとは、このターゲットを誰にす

るのかというところも重要で、ご家族にするのか、ご

本人なのかというところも、今後決めて行かなければ

いけない部分かと思います。 

○渡邉在宅療養支援統括コーディネーター ありが

とうござました。続きまして、介護サービス事業者連

絡協議会様お願いします。 

〇鵜沢副会長 対象をあくまでここに書いてある５

０代から８０代、うっすらと介護に関わっている、が

っつりと関わっている、何かしら興味のある方と思う

と、この案でいけば１と３のミックスみたいな感じな

のかなと。看取りや意思決定など、コアなあるいは最

新の情報を一般論としてお伝えするってことも非常

に大事ですけれども、なかなか自分ごととして入りづ

らいと思うと、ある程度介護に携わっているというこ

とであれば、やはり事例を用いた切り口の方が、より

身近に感じられて情報が入りやすいのではないかな

という話をしていました。ただ皆さんのご発言にでて

いるように、ターゲットをもし違った角度からという

ことを考えた時に、特集ページとしてはこれで、紙面

がまだ少しありますから、今まで介護医療、在宅療養

というところに馴染みがなかった方に対しても何か

キャッチーな、図なのか写真なのか分かりませんけど、

手に取ってみたくなるような紙面が作れると良いか

と思います。どうしても介護、医療は、死を連想させ

たり、なんとなく触れづらいものみたいな印象がまだ

一般的にあるのだとしたら、いやそうじゃないよと当

たり前なんだというようなオーラが紙面から出てい

るようなものであれば気軽に手を取っていただける

のではないかなと、そういう紙面作りもいいのかなと

思いました。 

○渡邉在宅療養支援統括コーディネーター 続きま

して、柔道整復師会様お願いいたします。 

〇和田委員 柔道整復師会も会員がどんどん減って

いまして、私１人です。現状で柔道整復師会は介護に

関われることがほとんどありません。実際にケアマネ

の資格を持っている人が関わる程度です。ただ、医師

の同意を取って往診に行くことはあるのですが、この

冊子に載って、足立区の広報等で柔道整復師って名前



がきちんと載ったのがあまりないので、私個人として

はとてもありがたいと思っています。柔道整復師が何

しているのか知らない方も多いので、逆に柔道整復事

態を知ってもらう機会になり、とても嬉しいと会員全

員喜んでいます。今後、在宅で訪問機能訓練など行っ

ていけるようであれば、また介護の協力もできると思

うので、そういう形で行くと案１かなと、案３は裏ペ

ージに載せていただけるようなことが書いてあった

ので、柔道整復師だけを押すわけではないですけど、

案１がベターかなと思います。 

○渡邉在宅療養支援統括コーディネーター ありが

とうございました。続きまして、POS ネットワーク様

お願いいたします。 

〇大館委員 浅見さんに話していただいたのですが、

個人的な意見も含めて少し追加します。年に１回の発

行で、まだ第１号が出ただけなので、これがシリーズ

なんだよということを伝える意味はあるだろうなと

思います。繋がりがきちんと分かるものがいいのかな

ということと、前の号に戻れるように作った方がいい

のかなと個人的に思います。先ほどお話ありましたが、

看取りとかそういうキャッチーなワードの方が閲覧

する方の手には届きやすいと思います。ターゲットの

話もありましたけど、やはりその看取る家族の方も大

変なことだと思うのですよね。その大変な先に何か得

られるものがあるというところを、どう前向きに伝え

ていけるか、うまく紙面で出せると少しポジティブな

形で在宅療養を伝えられるかなと思っております。あ

まりリハビリ関係ないのですけど、個人的な意見とし

ては以上です。 

○渡邉在宅療養支援統括コーディネーター ありが

とうございました。続きまして、多機能サービス連絡

会様からお願いいたします。 

〇永田委員 先ほど３人で話をしたのですが、結論的

には案３、看取りを中心として、もちろん事例を出し

ても良いと思いますが。案３という結論になった理由

は、今回在宅療養サポートということで、お家で病気

になっても過ごせるよというところを普及するもの

ですが、本当に最期まで過ごせるのかという疑問はあ

ると思うんですね。前回は軽いレベルの状態では色々

なサービスがあるねということは伝わったと思うの

ですが、重くなったらどうなるのかというところが、

多くの方が疑問に思うのかなと。お看取りって今は結

構色々な所で言葉が広まっている、ドラマとかでもあ

りますし、どうしても死を連想させるので、マイナス

のイメージもなくはないと思うのですが、避けて通れ

ない部分もあると思い、案３が良いと考えました。第

１号の裏面のところにも超高齢化社会到来とあるん

ですけど、例えば地域包括ケアシステムですとか、在

宅で最後まで網の目のようにいろんなサービを組み

合わせて過ごしていく、日本はこういう方向性でやっ

ているんだよっていうことも伝えいくべきなではな

いかなと思います。その中で、うちの団体の宣伝にな

ってしまうのですが、小規模多能型居宅介護はすごく

いいシステムで、最期までお家で過ごすということを

コンセプトに作られた施設です。ただ知名度が低いこ

とが課題で。簡単に言うと、いわゆるデイサービスの

ような通いサービスがあることにプラスして、ショー

トステイなど人によってはその日泊まることもでき

るというサービスです。さらに、デイサービスはお休

みで、自宅にいる日は訪問としてこちらからお伺いし、

お弁当を届けたり、お薬を飲ませに行ったり、通いと

訪問と泊りの複合的な施設です。それはまさしくお家

で最期まで暮らせるためにできた制度ですというこ

とを、広めていきたいなと思っていますし、重い病気

の方は、看護小規模という看護という名前のついた小

規模多機能もあります。そういったものも将来的に宣

伝していただけるとありがたいなと本当にあのお家

で最期まで過ごせますよという、そういった施設です

ので、よろしくお願いします。 

○渡邉在宅療養支援統括コーディネーター ありが

とうございます。では最後に、社会福祉協議会様お願

いいたします。 

〇結城委員 私は、ベースが案１で、やはり困り事と

いう分かりやすいところでスタートして、なおかつ案

２のちょっとミックスですが、各職種についての紹介

ということで、写真を入れながら利用者側からの実際

に利用した感想なんかも入れていただくと、より「使

ってみようかな」と考えていただけることもあると思

いますので、私は１と２を少しミックスしたらどうか

と思います。 

○渡邉在宅療養支援統括コーディネーター ありが

とうございました。では、案 1と３が多いような結果

かと思うのですが、今たくさんのご意見ただきまして、

このテーマについても、今後プロジェクトチームの方



でまとめさせていただきたいと考えております。そう

いった形でよろしいでしょうか。 

（賛同） 

それでは、プロジェクトチームのメンバーについてで

すが、井上先生には前回の協議会でまた引き続きお受

けいただけるとご発言いただいております。昨年は７

名で、非常に良いものを作成していただいております

ので、今年度もメンバーを検討させていただきたいと

思います。まずこの協議会の中で、我こそはという方

はいらっしゃいますでしょうか。井上先生は継続でよ

ろしいでしょうか。 

○井上委員 はい。 

○渡邉在宅療養支援統括コーディネーター 内山委

員はいかがでしょうか。 

〇内山委員 時間の関係もあるかと思いますので、お

受けします。 

○渡邉在宅療養支援統括コーディネーター ありが

とうございます。あと昨年は羽田委員ですね。 

○羽田委員 はい。 

○渡邉在宅療養支援統括コーディネーター ありが

とうございます。あとこの協議会の中で和田先生はい

かがでしょうか。 

〇和田委員 柔道整復師の名前を残すためにも是非。 

○渡邉在宅療養支援統括コーディネーター ありが

とうございます。あと小浦さんは本日ご欠席ですので、

また確認させていただきたいと思います。そのほか職

種の追加ですとか、今回このプロジェクトチームのメ

ンバーの方のご意見聞きながら、進めさせていただき

たいと思います。ありがとうございます。では以上で

有野会長に進行をお返しいたします。 

〇有野会長 はい。ありがとうございます。それでは

議題を進行します。次第３協議事項（２）令和７年度

在宅医療介護連携推進事業の振り返りについて、事務

局から説明お願いいたします。 

〇河井医療介護連携推進係長 私からは令和７年度

の事業の実施結果についてご報告させていただきま

す。２ページをご覧ください。こちらは研修の参加人

数ですが、昨年度比よりプラス１３１ということにな

りました。MCS の研修会、入退院支援相談員交流会、

こちらを２回から４回に増やしたということと、昨年

度から、特養や老健の施設系の方々にも研修のご案内

をしているということで人数の方が増加しておりま

す。続きまして３ページです。医療介護スキルアップ

研修で、第１回目は７月２６日にすこやかプラザのオ

ープニング記念ということで筑波大学の柳沢先生に

ご登壇いただきました。またシンポジウムでは結城部

長、橋爪先生、羽田さん、永田さんの方でお話をいた

だきまして、１６７名と多くの方にご参加いただいて

おります。第２回は、社会的処方ということで、堀田

先生にご講演いただきまして、１４６名の参加となっ

ております。４ページですが、多職種連携研修会です

ね、８ページの後に、A３で各ブロックの研修会の概

要を載せさせていただいております。各ブロックの世

話人の皆様で研修のテーマを決めていただき、それぞ

れの地区で研修を実施しております。また、今年度も

開催いたしますのでよろしくお願いいたします。続き

まして５ページの入退院支援相談員交流会です。令和

７年度から本格的に開始というところで、４回開催い

たしました。特に第４回目は、ケアマネジャーや訪問

看護師にもご参加いただいて、各病院の MSW の方々と

の意見交換を行いました。今年度につきましては、ま

たご説明いたしますが、ホウカツや特養等との意見交

換会を今企画しているところです。６ページですが、

在宅療養講座ということで、１回目は、山下先生にご

登壇いただきまして、大島さん羽田さんに事例の発表

をしていただきました。２回目は、角先生ご講演をい

ただきまして、遠藤さん沼田さんに事例の発表をして

いただきました。今年度も引き続き開催をしていきま

す。７ページですが、昨年度新規で行い、今年度第２

号を発行していきます。５番の MCS 操作研修ですが、

昨年度につきましては集合型で開催いたしましたが、

こちらもまた後ほどご説明いたしますけれども、今年

度につきましては、出前講座、出張型で開催をしてい

くという予定になっております。私からの説明は以上

となります。皆様から振り返りのご意見をいただけれ

ばと思いますので、よろしくお願いいたします。 

〇渡邉在宅療養支援統括コーディネーター では、た

だいまの令和７年度の振り返りと、令和８年度に実施

してまいります事項について、各団体でご意見を、お

伺いしたく存じます。先ほどと同様に５分程度、お時

間を取りますので、お近くの方と、ご意見をまとめて

いただきたくと存じます。それではよろしくお願いし

ます。 

（５分ペアワーク） 



〇渡邉在宅療養支援統括コーディネーター では先

ほどと同様、名簿の順でお伺いさせていただきます。

医師会様よろしいでしょうか。 

〇井上委員 医師会としては、在宅療養講座の件に関

して少しご説明したいと思います。在宅療養総論の説

明ということで、年２回この区民啓発講座を行ってお

りますが、テーマとしては、いつも総論という形で在

宅療養の始め方や、どういう方が対象なのかというよ

うな総論でお話をしております。過去にも、山本先生、

山下先生、角先生にもしていただきましたが、聴講す

る方が、もし積極的な区民の方で何回も聞いていただ

くと、似たような話になってしまうことが多いと、そ

の方にとっては少し退屈な話になってしまうのでは

ないかなというようなことを少し危惧しています。場

所が同じですと似たような方がいらっしゃってしま

うという懸念もあるので、場所をその都度変更して、

花畑地区、鹿浜地区、江北エリアとか、その辺に絞っ

て場所を移動していくと、その地域の先生にもお願い

しやすくなるというようなこともあるのかなと思っ

たので、その辺りを検討していただければと思います。 

〇河井医療介護連携推進係長 今年度につきまして

は、１ヶ所ギャラクシティの方に変更させていただい

ていることと、すこやかプラザあだちは２年目という

ことで、もう１回こちらでやらせていただきたいので

すが、また来年度以降の開催場所については検討して

いきたいと考えております。 

〇渡邉在宅療養支援統括コーディネーター ありが

とうございました。続きまして歯科医師会様お願いい

たします。 

〇佐藤委員 歯科医師会の方では参加人数としては、

微増ではありますが、内容的には、今までわずか少な

い数人で、いくつのかのブロックを兼任していたので

すが、昨年度から５ブロックそれぞれに担当の先生を

決めまして、そこの先生が参加するっていう流れにし

ているので、プラス４が歯科医師会の中ではだいぶ人

数が増えているという実感であります。この後の項目

でも話しますが、在宅介護の内容的に歯科医師会の中

で進めているところもありますので、引き続き今報告

があった会議にも参加して協力していきたいと思っ

ております。 

〇渡邉在宅療養支援統括コーディネーター ありが

とうございます。続きまして薬剤師会様お願いします。 

〇浅見委員 薬剤師会は、参加人数が、令和６年度が

９９人で、７年度は５５人とかなり減っています。多

分この中で１番マイナスではないかなというところ

で、背景として、診療報酬が変わって、地域貢献とい

うところの部分で、今までこういったものを活用して

いた方々がたくさんいたんじゃないかなと。今ハード

ルがかなり高くなってしまって、というところで諦め

てしまい、こんなに減ってしまったのだろうと推測で

きます。しかし、多職種連携においては、報酬等々だ

けでなく、違うメリットというのもあると思っていま

して、その地域で連携していくという意味ではとても

メリットがあるので、そういったところで参加してい

る薬局もいるという状況だと推測しております。引き

続き当会としては、是非とも盛り上げていきたいなと

いう風に思っています。また講演に関してですが、基

調講演の時に、著名な柳沢先生にご講演いただいたの

で、やはりこういう時はすごく参加者も増えると思い

ますが、毎回そういう先生を呼べばいいのかというと

予算の関係もあるのでかなり厳しいと思います。ただ、

睡眠というテーマなど、誰もが聞いてみようかなと思

うようなテーマだと当然、参加人数は伸びるんだろう

というところで、そういった比較的多くの方々の目に

止めるような、行ってみたいなと思えるような、テー

マを続けていかないといけないなという風に感じま

した。あと、Web と参加型の講演、ハイブリッドにし

てしまうと、おそらく Web の方が増えてしまい、そう

すると、すこやかプラザあだちの良さを知ってもらう

という意味では、なんとか直接ここに来て参加しても

らうような講演を続けていただきながらテーマを、皆

さんに気に留めるようなものにしていければいいの

かなという風に漠然と思っております。 

〇渡邉在宅療養支援統括コーディネーター ありが

とうございます。補足ですが、前年度との参加人数の

減少というところで、こちらの認識としましてはスキ

ルアップ研修で薬剤師会の皆様に、講演だいた時の参

加人数は非常に多く、盛り上げていただいておりまし

た。その影響もございましたので、補足させていただ

きます。続きまして、介護サービス事業者連絡協議会

の皆様お願いします。 

〇内山委員 私どもの方では、話の中心が多職種連携

研修会のことについてで、今５ブロックでそれぞれ世

話人たちも出席して、テーマ決めをし、地域課題をと



いうところで取り組んできているかと思うのですが、

正直なところ、この地域だからこそという話題に本当

になれているのかと言うと、例えば１つの課題、１つ

のテーマを決めて同じテーマを各ブロックで行う。そ

うすることで出てきた答えであったり、話し合った内

容であったりということが、逆に地域課題として見え

てきたりもするのかなと思います。というのも、やは

り企画を立てて、講師を決めて、そのプログラムを組

み立てていくという作業がなかなか負担な部分と言

いますか、もう少し負担がなく皆がどんどん取り組め

るような形を取ってみてもいいのではないかなとい

うところで話が出ました。補足があればお願いします。 

〇鵜沢副会長 ケアマネジャーはこれまで更新要件

というのがあり、研修を課せられていました。これが

昨今の改正でなくなりつつあります。研修機会が多い

ことは良いことだけれども、今内山さんから言ってい

ただいたように、その企画運営がなかなか負担である

ことは間違いない。そういったところにも配慮しなが

ら、こういったことがやっていけたらいいなと思って

いるんです。その中で、地域包括支援センターの業務

で今年度から、地域包括にも医療介護連携についての

事業、その詳細は分からないですが、それも増えたと

聞いています。区の研修として多職種連携研修会に参

加し、なおかつホウカツさんでも別で医療介護連携に

関することを何かしら取り組むみたいなことがある

のだとしたら、その辺もまた負担が増えることになる

ので、この辺もうまく連携を取っていく必要があるの

かなという風に感じています。 

〇河井医療介護連携推進係長 ありがとうございま

す。今のホウカツの事業ですが、今年度から医療介護

連携ネットワークということで、地域ケアネットワー

クというような事業の中でも以前からやられていた

医療護連携を１つの事業として頭出しをしたという

ような形になります。こちらの目的とすると、課の方

で行わせていただいているのがブロックですとか、全

体の研修、交流会であり、ホウカツはホウカツ圏域の

中で繋がりを強めていきましょうということで、なる

べく皆様に負担感のない形をやっていきたいと思っ

ています。また、多職種連携研修会ですが、例えば令

和６年度は、能登の災害があったということで、３ブ

ロック、４ブロックは、地震に対する多職種の連携と

いうことでテーマを皆さんの方で自主的に選んでい

ただいております。今後またそういった何か１つのテ

ーマを各ブロックで、突き詰めていくというのも、や

り方の１つとしてあると思いますので、今年度第２回

の世話人会の中で、そういったことも少しお話をさせ

ていただいて、また協議会に持ち帰って検討させてい

ただければと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

〇渡邉在宅療養支援統括コーディネーター ありが

とうございました。続きまして、柔道整復師会様お願

いいたします。 

〇和田委員 私個人の考えですが、多職種連携にいれ

ていただいたときに、多職種の方にも柔道整復師につ

いて理解されてなかった。だから、５ブロック全部の

多職種研修の案内を出す時に、あなたはこのブロック

のいついつですよという案内を出したのです。しかし、

ほとんどの事業所が個人でやっており、１９時２０時

までの受付が多い。大勢いるところは、他の者に任せ

て研修会へ行くことが可能ですが、実際出席が各ブロ

ック１人２人とかで、人数見てもらうと分かるように

１７となっていますよね。だから出る人は限られてく

る。仕事休んでまで行って何になると言われてしまう

と僕らもどうしようもないんですが、会員の中でも温

度差があり柔道整復師の PR のためにも参加してほし

いと伝えても理解されない方が多い。会としても、会

員の協力もしなければと思っています。もう少し協力

したいと思うのですが、申し訳ありません。 

〇渡邉在宅療養支援統括コーディネーター ありが

とうございます。続きまして、POS ネットワーク様お

願いします。 

〇大館委員 振り返りで、人数に関してはトータルで

も 1,000 人弱ってとこで、すごいなというところがま

ず率直なところです。POS ネットに関しては、少し増

えたので良かったなと思いますが、ただリハ職の人数

を考えると全く少ないです。案内とかアウトリーチが

うまくできてないという、POS ネットワーク我々の課

題もありますので、これに関しては、引き続き取り組

んでいき、特に訪看ステーションや施設、そういうと

ころには、まだうまくセラピストの情報が届かないと

いう形もありますので届けていきたいと思います。も

う１つは、新規の若手の入職とかありますので、この

医療介護スキルアップ研修は、若手の職員でもハード

ルが低く参加できるかなというとこもありますので、



うまく対象を絞って伝えて、少しでも参加してもらえ

るような発信を引き続きしていきたいなと思ってい

ます。 

〇渡邉在宅療養支援統括コーディネーター ありが

とうございました。続きまして、多機能サービス連絡

会様お願いいたします。 

〇永田委員 私も多職種連携などの研修会、３ブロッ

ク兼務していまして、いろんな研修に顔を出している

のですけども、今年度確かに少しは増えているのです

が、やはりテーマによって増えたり減ったりと、これ

は致し方ないとしても、出ている人が固定化されてい

るというのは、皆さんおっしゃる通りです。それは各

団体で開催されている普段の会も恐らく同じで、出る

人は出るけど、出ない人は出ないとなってきている。

そこを改善することはすごく難しいことですが、例え

ばスキルアップ研修に関しては、すこやかプラザあだ

ちで開催しているので、Web と現地開催のハイブリッ

ド形式にするなど、多くの方に見てもらうような形に

もできると思います。会場に来る人が減る可能性あり

ますが、全体として見る人が増えるという目的であれ

ば Web を併用することも良いかと思います。私はこう

いう会とか研修が、ここ数年とても好きになったので

すが、やはり色々な人に会うこと自体に意味がある、

価値があると思っています。正直、いろんな場でたく

さんの人に会うので、「どこにでもいるよね」と思わ

れているのですが、それ自体、価値がある、財産にな

ると思っているので出席しています。それが分からな

い方もいますが、やはり出席する価値があるというこ

とを理解いただかないと、参加者は根本的に増えない

と思います。色々な知識が増えることはもとより、人

間関係も広くなることは意味のあることなんだとい

うことを、伝えていけたらなと思います。 

〇渡邉在宅療養支援統括コーディネーター ありが

とうございます。最後に、社会福祉協議会様お願いい

たします 

〇結城委員 まず、２ページにある、医療介護連携研

修ですが、ホウカツが５６名増えたということはとて

も嬉しく思います。ホウカツ側はこの医療介護の研修、

また医療介護の連携をとても重要視しております。た

だ、先ほど鵜沢さんからあった通り、今後ホウカツ単

位でやるとなると被ることもあるので、お付き合いい

ただける医療介護従事者の方々が負担に思わなけれ

ばいいかなと思っております。また、５ページにある

入退院支援相談員交流会ですが、今年度１回目がホウ

カツをテーマにしていただけるということで、嬉しい

限りでございます。本当にありがとうございました。

良い連携が取れればと思っております。最後の８ペー

ジにあるMCS操作研修会ですが、興味はあるのですが、

どの程度の内容があるのかということを具体的に示

していただき、また参加者の感想なども入っていると、

より出席しやすくなると思います。 

〇渡邉在宅療養支援統括コーディネーター ありが

とうございました。たくさんのご意見をいただきまし

て、特に皆様の研修に対するご負担感ですとか、開催

の時間等を色々検討して進めてまいりたいと思いま

す。では、このセクションにつきましては以上でござ

います。有野会長に進行をお返しいたします。 

〇有野会長 続きまして、次第４、案件に移りたいと

思います。令和８年度入退院支援相談員交流会の開催

について、こちらも事務局の方ご説明お願いいたしま

す。 

〇高在宅療養支援コーディネーター 私の方からは

入退院支援相談員交流会について報告させていただ

きます。お手元の資料３をご覧ください。まず初めに

令和７年度、交流会の開催結果ですが、先ほど河井か

らもありましたので、内容に関しては資料をご参照い

ただければと思います。第４回目がケアマネジャーと

訪問看護師との交流を開催し、大変好評で、参加され

た方も何回かやってほしいという意見がありました。

令和７年度の参加人数の累計は、８９病院１８５名で、

実際の病院の数ですと、３６の有床病院の相談員や入

退院支援看護師が参加した結果となりました。続いて

令和８年度入退院支援相談員交流会の予定について

報告いたします。令和７年度に続き、病院の相談員だ

けではなく、地域の多職種との連携をより深めるとい

うことで、地域でつなぐ入退院支援をテーマにしてお

ります。令和８年度も４回の実施を計画しており、第

１回目が５月１４日すこやかプラザで、地域包括支援

センターの業務内容の理解とホウカツ職員との交流

会を予定しております。今現在申し込み中ですが、か

なりの反響があり、ホウカツは２０カ所、病院は１８

病院の申し込みがあります。元々５０名ほどの予定で

考えていましたが、現在８４名の申し込みがあり、最

終的には１００名ほどになるかと思います。２回目、



３回目に関しても今少しずつ準備をしており、特養や

老健などの施設、また虐待に関してなど、テーマを考

えております。第４回目ですが、在宅療養に関わる多

職種との意見交換会を予定しています。今日参加され

ている団体の方で是非ということがありましたら、お

声かけいただければと思います。 

〇有野会長 ありがとうございます。ただいまのご説

明に何かご意見、ご質問ありますでしょうか。 

（無し）では次の案件です。各団体、専門職の地域貢

献の取り組みについて、こちらも事務局の方からご説

明をお願いいたします。 

〇馬場在宅療養支援コーディネーター 資料４につ

いて説明します。資料４の１をご覧ください。こちら

はアンケートに関するお願いになります。アンケート

を実施する経緯ですが、各団体や専門職の方々が行っ

ている様々な活動やイベントについて、他の職種が知

らない現状があり、せっかく実施していることを他職

種の団体にも知っていただき、より良い企画運営がで

きるのではないかということで、まずは情報の集約を

するというかたちになります。アンケート結果につき

ましては、第２回以降の在宅療養推進協議会で情報を

提供しながら、各団体で協力できることなど検討でき

ればと考えています。こちらですが、足立区のオンラ

イン申請システムで入力ができるよう準備しており

ますので、回答いただければと思います。準備が整い

ましたらご案内をさせていただきます。またすでに開

催が決まっている講座やイベントがございましたら、

資料４の２にご記入いただければと思います。講座や

イベントにつきましては、医療と介護の連携・研修セ

ンターホームページに掲載し、周知していきたいと考

えております。現在日付等決まってないものについて

も、何月頃ということが分かりましたら、こちらに記

載していただければ、こちらからご連絡させていただ

きますのでご記入ください。よろしくお願いいたしま

す。 

〇有野会長 ありがとうございます。ただ今のご説明

について何か、ご質問、ご意見ありますでしょうか。

（無し） 

では、続きまして報告事項に移りたいと思います。７

つ報告ありますが、事務局の方からご説明よろしくお

願いいたします。 

〇安達医療介護連携推進係主査 資料５をご覧くだ

さい。私からは６月２５日に開催いたします令和８年

度第１回医療介護スキルアップ研修の開催について

報告させていただきます。前回、７年度の第４回目の

協議会で、地域課題についてホウカツから発表させて

いただきました。その中でも精神疾患を抱えた方への

対応の仕方や保健所との連携といったところに課題

を感じているというお話がありました。こちらを受け

て、今年度第１回のスキルアップ研修は、テーマとし

て精神疾患を抱えた高齢者が安心して地域で暮らす

ためにといったテーマを設定させていただきました。

有野会長に開会のご挨拶をいただきまして、第１部に

は東京足立病院の平野先生による講義、第２部に足立

保健所保健師の田中精神保健係長に保健センターの

役割についてご説明いただきます。講義の後は、シン

ポジウムを予定しておりまして、ファシリテーターに、

足立区社会福祉協議会結城福祉部長、パネリストには

第１部の講議に引き続き、平野先生とおうち訪問看護

ステーション西新井看護師の富永さん、ケアプランニ

ングセンターTokyo ケアマネジャーの阿部さんの３名

にお願いしております。また最後講評におきましては、

各団体で順番に行っていただいておりまして、今回は

永田さんにお願いします。皆様のご参加も、どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

〇高橋医療介護連携推進係員 私からは令和７年度

すこやかプラザあだち大研修室の利用状況について

お知らせいたします。資料６をご覧ください。利用状

況では、全期間を通して平日の利用は４５.9%と、土

日祝日と比べて比較的高くなっています。土日祝日は

全体的に低いですが１０月から１２月はピンクリボ

ン講演会や理学療法士の研修会などが利用があり利

用率は高かったです。団体別所管別利用では、医療介

護団体の利用が１４.８%となっています。医療介護団

体別に見ると足立区医師会の利用が３３.１%と最も

高く夜間を中心に学術講演会が多く行われています。

介護団体の利用は資料の通りです。今後の方針として

令和７年１１月より医療介護団体会員のうち、個別の

医療機関や介護事業者であっても、医療や介護に関す

る区民向けの講座、資質向上、連携強化に向けたと事

業等で公益性が認められる場合は利用可能としまし

た。多職種が集まる研修会や在宅療養コーディネータ

ーのアウトリーチ、区ホームページ等により利用推奨

をしていく予定です。 



〇鈴木在宅療養支援コーディネーター 続きまして

令和７年度在宅療養用窓口の相談実績のご報告をし

ます。資料７をご覧ください。令和７年度の相談件数

は１４４件で、昨年度１６０件から減少しております。

相談内容の件数に関しては、在宅療養に関すること、

利用者の入院機関に関することが、上位に来ておりま

す。その中でも、輸血ができる医療機関や耳鼻科や眼

科の往診が可能な医療機関の相談が多くなっていま

す。また通院から訪問診療に切り替えたいという相談

も多くあります。利用者の入院先医療機関に関するこ

とということでは、精神疾患や認知症の方の入院先の

相談が多いです。次に１７ページを見ていただいて、

相談者別件数ですけが、毎年ケアマネジャーが多いの

ですが、今年度はホウカツからの相談が同程度の件数

となっております。こちらの相談窓口も、ホウカツと

の信頼関係が軸になっておりますので、ホウカツとの

関係づくりも継続していきたいと思っています。 

〇井上在宅療養支援コーディネーター 私からは、在

宅療養リーフレットのご案内をさせていただきます。

別添のオレンジ色のリーフレットをご覧ください。今

回は在宅療養の費用の仕組みについて、前回より分か

りやすくリニューアルをしております。今後こちらの

リニューアルしたものを配布させていただく予定と

なっています。皆様にも配布のお願いをすることがあ

るかと思いますが、その際はご協力の方よろしくお願

いいたします。 

〇渡邉在宅療養支援統括コーディネーター 続きま

して、MCS の出張研修につきましてご説明いたします。

こちらは前回の協議会でご説明した件になりますが、

今年度は出張研修として開催してまいりたいと思っ

ています。第１回目としては、POS ネットワークさん

がすこやかプラザあだちでイベントをされておりま

したので、そこに呼んでいただき、ご説明をしてまい

りました。こちらのチラシに書いてあるように、対象

としては、先ほど結城委員の方からご意見ございまし

たけれども、基本的には初級編というイメージで、こ

れから登録される方、登録サポートですとか、登録し

ていても使い方がよくわからないような方を主にや

ってまいります。形式として、病院や事業所単位でも

構いませんし、５人から１５人程度の少人数で、対応

も可能としております。内容につきましては、こうい

った内容だったら集まるといったご意見もございま

したので、オーダーメイドの形式でも検討してまいり

たいと思います。 

〇長澤介護人材確保・育成支援担当係長 私からは、

令和８年度足立区介護職員の実施計画についてご説

明をいたします。資料８をご覧ください。 

本事業は現任介護職員の技能及び資質の向上目的と

して年間を通じた研修を実施するものです。研修内容

につきましては、ご覧いただきますように接遇、認知

症、感染症、医療知識、虐待防止など現場で求められ

るテーマを体系的に設定し、月ごとに実施しておりま

す。今年度の主な特徴といたしまして、４月及び６月

に新たな取り組みを実施しております。４月の接遇研

修では、従来の接遇マナーや対人援助技術に加え、外

国人介護職員の受け入れを見据えた対応力の向上を

目的とした内容を新たに取り入れました。また６月に

は外国人介護職員向けの研修として介護現場で必要

となる日本語や記録方針についてより実践的な内容

を実施いたします。これらは、介護人材不足が続く中、

外国人材の受け入れと定着を支援する観点から新た

に取り組むものでございます。その他の研修につきま

しても、いわゆる BCP の策定、意識医療知識ターミナ

ルケアなど施設職員及び在宅療養を支える介護職員

に必要な知識、技術の習得を目的として実施してまい

ります。また、より多くの方に研修機会を提供するた

め全ての研修について当日参加が難しい方を対象に

後日動画配信を行います。申し込みはオンラインで受

け付けております。加えて令和７年度に作成した介護

実技動画についても申し込み者の方を対象に限定し

て配信し、実技面でのスキル習得を保管してまいりま

す。ご参加や周知ご案内などご協力の方いただけます

よう、どうぞよろしくお願いいたします。 

〇平野医療介護連携推進係員 私からは足立区介護

職員資格取得支援事業についてご案内をさせていた

だきます。まず今年度の大きな変更点といたしまして、

オンライン申請が可能となりました。資格取得支援事

業のホームページから申請することができます。また、

今まで通り、郵送と窓口での受付も行っております。

次に、助成対象となる資格及び金額については、令和

７年度と変更はございません。最後でございますが、

令和８年度の対象期間としては、令和７年４月から令

和９年の３月までに修了した研修が対象となってお

ります。資格取得支援事業については以上となります。 



〇有野会長 以上７つの報告でしたが、まとめてなに

かご意見等ありますでしょうか。 

〇佐藤委員 資料８の足立区介護職員研修事業です

が、昨年、足立区社会福祉協議会がやっている口腔ケ

アについて、歯科医師会から私が講師として研修しま

したが、今年度は入ってないっていうことでしょうか。 

〇長澤介護人材確保・育成支援担当係長 そうですね。

令和８年はご覧いただきます研修になっております

ので、入っていないです。 

〇佐藤委員 そういうことでしたら、例年入っている

ので、あればそのように用意しますし、入っていない

のであれば、その旨をあらかじめ連絡いただきたいこ

とと、理由も合わせてしていただかないとこちらの方

も対応しきれない部分があります。 

〇長澤介護人材確保・育成支援担当係長 はい。あり

がとうございます。 

〇佐藤委員 あと、介護職員の方の口腔ケアの研修を

昨年も行いましたが、やはり基本的なことも分からな

くて、ためになったという話もありますし、区民の方

のためにも最低限知っていていただきたいところを

お話はしたので、歯科医師会としてというか、私とし

ては必要なテーマだと思っていますので、そこは検討

していただきたいと思います。 

〇長澤介護人材確保・育成支援担当係長 はい、あり

がとうございます。 

〇有野会長 他にございませんか。ちなみに、今出て

いる会場の場所は決まっているのでしょうか。 

〇結城委員 介護職員研修は区の方から委託を受け

てやっております。まず年間１２回というようなオー

ダーをいただき、内容については、事業所方が、法令

で行うような研修を入れたりですとか、またトピック

スを入れたりということをしています。口腔ケアの研

修について、今年度入っていないということで、歯科

医師会様には説明がなく本当に大変申し訳ありませ

んでした。毎年テーマを変えながら、区と一緒に考え

ているといった形になっておりますので、改めて佐藤

先生には連絡させていただきたいと思います。 

〇有野会長 ありがとうございます。他に何かご意見、

ご質問ありますか。（無し） 

では、報告事項についてはこれで終了したいと思いま

す。では次第６番、各団体からの情報共有について何

かご意見がありますでしょうか。 

〇大舘委員 先日、すこやかプラザあだちで研修を行

わせていただきました。当日は６０名ほど集まり、福

祉用具事業所さんにもご協力いただき、色々と展示し

ていただいて、そちらのスタッフの方々も合わせると

１００名弱ぐらいがここの会場に集まりました。参加

者は大きな法人のスタッフが結構多かったのですが、

一方で訪問看護ステーションや、老健の職員さんもち

らほらと来ていただいて、POS ネットワークの説明も

できました。こういった形で何度か年間の研修を行っ

ていけたらなと考えております。その際、皆さまにも

内容の周知にご協力いただけますと幸いでございま

すので、どうぞよろしくお願いいたします。 

〇有野会長 はい。ご報告ありがとうございます。他

にありますか。 

〇佐藤委員 足立区歯科医師会で、先ほども少しお話

ししましたけども、在宅介護委員会の方で、色々事業

を進めております。現在、内視鏡検査の方を、東京科

学大学の摂食嚥下リハビリテーション学分野と連携

をしております。嚥下で困っていて、内視鏡検査が必

要だということがありましたら、足立区歯科医師会の

事務局の方に、検査を申し込んでいただければ、連携

という形なので、繋ぐというところで、必要であれば

先生に検査をしていただくという手続きが取れるよ

うになります。その際、かかりつけの歯科医院がある

場合ない場合、またその先生が歯科医師会の会員でな

くても、それは問いませんので、何かありましたらご

相談いただければと思います。実例として、私のクリ

ニックでも、以前、ケアマネさんから、嚥下内視鏡検

査をやっていますかという問い合わせがあったので、

現場でそういうような悩みがあると思います。実際に

内視鏡検査が必要かどうかっていうところもありま

すが、一応そういう体制を取っていますので、何かあ

れば相談いただければと思います。また、歯科医師会

では、先ほども言ったように、なるべく参加できる人

数を増やしておりまして、今回ははつらつ教室の口腔

講座を歯科医師会の方で担当することになりました。

合計３２回ありますが、多くの先生にご協力いただく

ことができています。まだ検討段階ですが、足立区歯

科医師会の方で、非常勤の歯科医師を採用し、訪問診

療も行いたいという計画も進んでおりますので、ある

程度具体的に決まったら皆様に共有したいと思いま

すので、よろしくお願いします。 



〇有野会長 はい。ありがとうございます。他にあり

ますか。 

〇浅見委員 先月、すこやかプラザあだちで当会の研

修を開催させていただきました。内容としては、無菌

室共同利用に向けた無菌実技研修会です。実際に実習

という形でしたが、実習となると、シリンジなど様々

な備品関係があり、意外とスペースを使いますので、

すこやかプラザあだちを活用できて良かったと思っ

ております。当日は、２０人の参加者、また委員が１

０人ほどで講師をして、手取り足取りしながら、研修

を行いました。この目的としては、皆様もご存知と思

いますが、昨今介護医療が様々多様化してきており、

薬局も、注射薬や点滴関係も扱う機会が非常に多くな

ってきました。薬局内で混ぜて、患者さんのご自宅に

お届けするような無菌製剤というのが一部ございま

して、それに対する対応をしなければならないと思い、

このような実技研修を行った次第です。それには、無

菌の実技スキルも当然必要になってきますが、本本無

菌製剤というのは、その薬局内に無菌室ないし、クリ

ーンベンチの中で無菌操作を行い、注射薬を調整しま

す。無菌室については、無菌室のある薬局に事前登録

して、借りるという共同利用という制度がありまして、

これを、当会としても活用させていただいくというか

たちをとっています。当会は、残念ながら会営薬局の

方にはそのような施設がありませんので、当会の会員

の中で、無菌室がありよく活用している場所に、委託

事業という形でお願いをしております。２０人の参加

者が、多いのか少ないのかというところでございます

が、その共同利用前の状況で、１７０ちょっとある会

員薬局数の中で、実際に無菌ができる薬局が、５、６

ヶ所ぐらいという状況です。おそらく探すのがかなり

難しいのではないかというところです。知っている方

はそういうところに集中してしまうというとこで、あ

る程度地域を分散した形で、と考えております。もし、

そのような地域住民の方がいた場合に、対応できる薬

局がどこにあるのだろうかという話になった時には、

当会の事務局ないし、私に直接でもいいので、ご連絡

いただければ、然るべきところを紹介させていただき

ます。当然経験のない薬剤師もたくさんおりますが、

無菌操作はできる状況であるということと、知識や実

技等の部分は私含めた担当委員が後方サポートさせ

ていただきますので、薬剤師が原因で、その方に麻薬

の点滴が使えないとか、そういうことをなくしたいと

いう思いで動いております。もしそういうことがあり

ましたらご連絡いただければご紹介させていただき

ますので、引き続きよろしくお願いしたいと思います。 

〇有野会長 ありがとうございます。佐藤委員どうぞ。 

〇佐藤委員 先週の土曜日に足立区歯科医師会で、次

回の令和８年度の診療報酬改定の研修会を行いまし

て、その時にすこやかプラザあだちの研修室使わせて

もらいました。ハイブリッドでの開催でしたが、歯科

医師会の中で研修会を行う際にはどうしても通信の

問題が生じたりして結構大変だったのですが、すこや

かプラザあだちで開催した際は、本当にスムーズで、

通信に関しては、ほぼ問題なくできたところがありま

す。感謝しております。ハイブリッドの研修で、やは

り自前でやるのはなかなか大変ですので、是非他の団

体の方も利用されるといいのかなと思い報告です。 

〇有野会長 はい、ありがとうございます。他によろ

しいですか。井上委員どうぞ。 

〇井上委員 医師会では在宅医療塾と言いまして、年

に４回程度、在宅訪問診療の裾野を広げようという講

座活動をしております。基本的には医師会内の講座な

ので、医療関係者の方が聴講者になるのですが、山下

先生に年４回お願いしておりまして、訪問診療の始め

方や、訪問診療で実際のどういったトラブルがあるの

かなど、かなり踏み込んだ話までしています。ただ、

聴講者の方がなかなか伸びていかないという現状が

ありまして、是非皆さんそういったチラシを見た際に

は、周りの方を誘って参加していただければと思いま

す。 

〇有野会長 ありがとうございます。医師会はすこや

かプラザあだちを活用させていただいていますので、

先ほど佐藤委員の方からもありましたけど、通信環境

がよろしいので、非常に役に立っています。他になけ

れば各団体からの情報共有はこれで終了したいと思

います。 

続きまして、最後になりますけども、第２回の足立区

在宅療養推進協議会の開催ということで、場所はこち

らすこやかプラザあだちになります。開催日ですが、

前回から多数決ということになっていますので、７月

１３日の月曜日、２７日の月曜日ということで、皆さ

んご都合を見ていただいて決めたいと思います。全員

が手を挙げると分からなくなってしまいますので、１



３日がダメだという方いらっしゃいますか。 

（挙手無し） 

２７日が難しいという方いらっしゃいますか。 

（挙手無し） 

では、どちらでもいいということになりますけども、

なにかご意見ありますか。 

〇内山委員 月半ばの方が嬉しいです。 

〇有野会長 分かりました。どちらも問題ないという

ことなので、今のご意見いただいて１３日の月曜日に

第２回ということにさせていただきます。よろしくお

願いします。内容については次第に医療介護スキルア

ップ研修の振り返り及び第２回のテーマ、在宅療養普

及啓発各種団体の課題共有などについて協議したい

と思います。では第２回は、７月１３日の月曜日の７

時ということになります。よろしくお願いいたします。

では以降事務局の方で進行をお願いいたします。 

〇渡邉在宅療養支援統括コーディネーター 有野会

長、ありがとうございました。それでは次第の８事務

連絡に参ります。 

〇馬場在宅療養支援コーディネーター 昨年度から

出席された委員の皆様に、謝礼の方を支払させていた

だいていますが、住所、振り込み口座に変更がある場

合につきましては、事務局までご一報いただくように

お願いいたします。今後につきましても住所と口座番

号など変更の際は、その都度事務局の方までご連絡く

ださい。よろしくお願いします。 

〇渡邉在宅療養支援統括コーディネーター 以上で

本日の会議は終了となります。長時間に渡り様々なご

意見、ご質問いただきまして誠にありがとうございま

す。これにて令和８年度第１回足立区在宅療養推進協

議会を終了とさせていただきます。お忘れ物のないよ

うにお帰りください。本日はありがとうございました。 

 


